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        　　　　　一

　むかし後深草天皇ごふかくさてんのうの御代みよに、玄翁和尚げんのうおしょうという徳とくの高たかい坊ぼうさんがありました。日本にっぽんの国中くにじゅう方々ほうぼうめぐり歩あるいて、ある時とき奥州おうしゅうから都みやこへ帰かえろうとする途中とちゅう、白河しらかわの関せきを越こえて、下野しもつけの那須野なすのの原はらにかかりました。
　那須野なすのの原はらというのは十里り四方ほうもある広ひろい広ひろい原はらで、むかしはその間あいだに一軒けんの家いえも無なく、遠とおくの方ほうに山がうっすり見みえるばかりで、見渡みわたす限かぎり草くさがぼうぼうと生おい茂しげって、きつねやしかがその中で寂さびしく鳴ないているだけでした。玄翁げんのうはこの原はらを通とおりかかると、折おりふし秋あきの末すえのことで、もう枯かれかけたすすき尾花おばなが白しろい綿わたをちらしたように一面めんにのびて、その間あいだに咲さき残のこった野菊のぎくやおみなえしが寂さびしそうにのぞいていました。
　玄翁和尚げんのうおしょうは一日にち野原のはらを歩あるきどおしに歩あるいてまだ半分はんぶんも行かないうちに、短みじかい秋あきの日はもう暮くれかけて、見みる見みるそこらが暗くらくなってきました。この先さきいくら行っても泊とまる家いえを見みつけるあてはないのですから、今夜こんやは野宿のじゅくをするかくごをきめて、それにしても、せめて腰こしをかけて休やすめるだけの木の陰かげでもないかと思おもって、夕ゆうやみの中でしきりに見みましたが、一本ぽんのひょろひょろ松まつさえ立たってはいませんでした。それでもと思おもってまた少すこし行ってみると、草原くさはらの真まん中なかに、大きな石の立たっているのが白しろく見みえました。
「やれやれ、これで露つゆをしのぐだけの屋根やねが出来できた。」
　と玄翁げんのうはつぶやきながら石のそばに寄よってみますと、ちょうど人間にんげんの背せいの高たかさぐらいのすべすべしたきれいな石でした。玄翁げんのうは石の頭あたまに笠かさをかぶせ、草くさを結むすんでまくらにして、つえをわきに引ひき寄よせたまま、ころりと横よこになりますと、何なにしろくたびれきっているものですから、間まもなくとろとろと眠ねむりかけました。
　するとしばらくして、眠ねむっているまくら元もとで、
「和尚おしょうさま、和尚おしょうさま。」
　とかすかに呼よぶ声こえがしました。初はじめは夢ゆめうつつでその声こえを聞きいていましたが、ふと気きがついて目をあけますと、もう一面いちめんの真まっ暗くらやみで、はるかな空そらの上で、かすかに星ほしが二つ三つ光ひかっているだけでした。
「すると今いましがただれか呼よんだと思おもったのは、気きの迷まよいであったか。」と玄翁げんのうは思おもって、起おき上あがりもしずに、そのまま目をつぶって寝ねようとしました。するとまたうしろの方ほうで、こんどは前まえよりもはっきり、
「和尚おしょうさま、和尚おしょうさま。」
　と呼よぶ声こえがしました。
　こんどこそ間違まちがいはないと玄翁げんのうが思おもって、ひょいと起おき上あがりますと、どうでしょう、さっきの石のあった所ところがほんのり明あかるくなって、そのかすかな光ひかりの中に若わかい女のような姿すがたがぼんやり見みえていました。
　玄翁げんのうもさすがにびっくりして、その女に向むかって、
「呼よんだのはあなたですか。あなたはどなたです。」
　とたずねました。
　すると女はかすかに笑わらったようでしたが、やがて、
「びっくりなさるのはむりはありません。わたしはこの石の精せいです。」
　といいました。
「その石の精せいがどうして迷まよって出て来きたのです。何なにかわたしに御用ごようがあるのでしょうか。偶然ぐうぜんながら、こうして一晩ひとばんのお宿やどを願ねがったお礼れいに、何なにかして上あげることがあれば何なんでもしましょう。」
　と玄翁げんのうはいいました。
　すると女は涙なみだをはらはらとこぼして、
「あなたは有あり難がたいお坊様ぼうさまのようですから、くわしくわたしの話はなしを聞きいて頂いただいて、その上にお願ねがいがあるのでございます。お聞ききになったこともあるでしょうが、じつはわたしは、むかしなにがしの院いんさまの御所ごしょに召めし使つかわれた玉藻前たまものまえという者ものでございます。もとをいいますと天竺てんじくの野のに住すんだ九尾びのきつねでした。きつねは千年ねんたつと美うつくしい人間にんげんの女に化ばけるものです。わたしも千年ねんの功こうを積つむと、きれいな娘むすめの姿すがたになりました。するとある日天羅国てんらこくの班足王はんそくおうという王おうさまが狩かりの帰かえりにわたしを見みつけて、御殿ごてんに連つれ帰かえってお后きさきになさいました。わたしは長ながい間あいだきつねでいた時分じぶん人間にんげんにいじめられとおしてきたことを思おもい出だして、ふと悪わるい心こころがおこりました。そこである時とき天羅国てんらこくにいろいろと天災てんさいがおこって人民じんみんが困こまっていると、わたしは班足王はんそくおうにすすめて、これはお墓はかの神かみのたたりですから、これから毎日まいにち十人にんずつ人の首くびを切きって、百日にちの間あいだに千人にんの首くびをお墓はかに供そなえてよくおまつりなさい。きっと災わざわいをのがれることができますといいました。じつは天災てんさいというのもわたしが術じゅつをつかってさせたのですが、王おうはこれを知しらないものですから、わたしのいうとおりに、毎日まいにち罪つみのない人民じんみんを十人にんずつ殺ころして、千人にんの首くびをまつりました。すると人民じんみんが王おうをうらんで、ある時とき一揆いっきを起おこして王おうを攻せめ殺ころしました。そしてわたしを見みつけて、生いけ捕どりにしようとさわぎました。わたしはとうに逃にげ出だして、山の中にかくれました。そうして何なん百年ねんかたちました。






        　　　　　二

　そのうちわたしはまたシナの国くにに渡わたって、殷いんの紂王ちゅうおうというもののお妃きさきになりました。あの紂王ちゅうおうにすすめて、百姓ひゃくしょうから重おもいみつぎものを取とり立たてさせ、非道ひどうの奢おごりにふけったり、罪つみもない民たみをつかまえて、むごたらしいしおきを行おこなったりした妲妃だっきというのは、わたしのことでした。紂王ちゅうおうがほろぼされると、わたしはまた山の中にかくれて、何なん百年ねんか暮くらしました。
　おしまいに日本にっぽんの国くにに来きて、院いんさまのお召めし使つかいの女になって、玉藻前たまものまえと名なのりました。わたしをおそばへお近ちかづけになってから、院いんさまは始終しじゅう重おもいお病やまいにおなやみになるようになりました。院いんさまのお命いのちをとって、日本にっぽんの国くにをほろぼそうとしたわたしのたくらみは、だんだん成就じょうじゅしかけました。それを見破みやぶったのは陰陽師おんみょうじの安倍あべの泰成やすなりでした。わたしはとうとう泰成やすなりのために祈いのり伏ふせられて、正体しょうたいを現あらわしてしまいました。そしてこの那須野なすのの原はらに逃にげ込こんだのです。けれども日本にっぽんは弓矢ゆみやの国くにでした。天竺てんじくでも、シナでも、一度ど山か野のにかくれればもうだれも追おいかけて来くる者ものはなかったのですが、こんどはそういきませんでした。間まもなく院いんさまは三浦みうらの介すけと千葉ちばの介すけと二人ふたりの武士ぶしにおいいつけになって、何なん百騎きの侍さむらいで那須野なすのの原はらを狩かり立たててわたしを射いさせました。わたしはもう逃にげ道みちがなくなって、とうとう二人ふたりの武士ぶしの矢先やさきにかかって倒たおれました。けれども体からだだけはほろびても、魂たましいはほろびずに、この石になって残のこりました。わたしの根ねぶかい悪念あくねんは石になってもほろびません。石のそばに寄よるものは、人でも獣けものでも毒どくにあたって倒たおれました。みんなは殺生石せっしょうせきといって、おそれてそばへ寄よるものはありませんでした。それが今夜こんやあなたに限かぎって、殺生石せっしょうせきのそばに夜よを明あかしながら、何なんにも災わざわいのかからないのはふしぎです。これはきっと仏ほとけさまの道みちを深ふかく信しんじていらっしゃる功徳くどくに違ちがいありません。あなたのような尊とうといお上人しょうにんさまにお目めにかかったのは、わたしのしあわせでした。どうかあなたのあらたかな法力ほうりきで、わたしをお救すくいなすって下くださいませんか。わたしはもう自分じぶんながら自分じぶんの深ふかい罪つみと迷まよいのために、このとおり石になってもなお苦くるしんでいるのでございます。」
　こういって、女はほっとため息いきをつきました。
　玄翁げんのうはだまって、じっと目をつぶったまま、女の話はなしを聴きいていました。やがて女の長ながい話はなしがおしまいになりますと、静しずかに目をあいて、やさしく女の姿すがたを見みながら、
「うん、うん、分わかった。わたしの力ちからの及およぶだけはやってみよう。安心あんしんして帰かえるがいい。」
　といいました。
　女はにっこり笑わらって、すっとかき消けすように見みえなくなりました。
　そうこうするうちに、いつか夜よがしらしら明あけはなれてきました。玄翁げんのうははじめてそこらを見回みまわしますと、石はゆうべのままに白しろく立たっていました。見みると石のまわりには、二三町ちょうの間あいだろくろく草くさも生はえてはいませんでした。そして小鳥ことりや虫むしが何なん千となく重かさなり合あって死しんでいました。
　玄翁げんのうは今更いまさら殺生石せっしょうせきにおそろしい毒どくのあることを知しって、ぞっとしました。
　もうすっかり明あかるくなって、日が昇のぼりかけました。草くさの上の露つゆがきらきら輝かがやき出だしました。
　玄翁げんのうは殺生石せっしょうせきの前まえに座すわって、熱心ねっしんにお経きょうを読よみました。そして殺生石せっしょうせきの霊れいをまつってやりました。殺生石せっしょうせきがかすかに動うごいたようでした。
　やがてお経きょうがすむと、玄翁げんのうは立たち上あがって、呪文じゅもんを唱となえながら、持もっていたつえで三度ど石をうちました。すると静しずかに石は真まん中なかから二つにわれて、やがて霜柱しもばしらがくずれるように、ぐさぐさといくつかに小さくわれていきました。
　その後のち旅たびの人が殺生石せっしょうせきのそばを通とおっても、もう災わざわいはおこらなかったそうです。
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        　　山姥やまうばと馬子まご

　　　　　　　一

　冬ふゆの寒さむい日でした。馬子まごの馬吉うまきちが、町まちから大根だいこんをたくさん馬うまにつけて、三里り先さきの自分じぶんの村むらまで帰かえって行きました。
　町まちを出たのはまだ明あかるい昼中ひるなかでしたが、日のみじかい冬ふゆのことですから、まだ半分はんぶんも来こないうちに日が暮くれかけてきました。村むらへ入はいるまでには山を一つ越こさなければなりません。ちょうどその山にかかった時ときに日が落おちて、夕方ゆうがたのつめたい風かぜがざわざわ吹ふいてきました。馬吉うまきちは何なんだかぞくぞくしてきましたが、しかたがないので、心こころの中に観音かんのんさまを祈いのりながら、一生懸命いっしょうけんめい馬うまを追おって行きますと、ちょうど山の途中とちゅうまで来きかけた時とき、うしろから、
「馬吉うまきち、馬吉うまきち。」
　と、出だしぬけに呼よぶ者ものがありました。
　その声こえを聞きくと、馬吉うまきちは、襟元えりもとから水みずをかけられたようにぞっとしました。何なんでもこの山には山姥やまうばが住すんでいるという言いい伝つたえが、昔むかしからだれ伝つたえるとなく伝つたわっていました。馬吉うまきちもさっきからふいと、何なんだかこんな日に山姥やまうばが出るのではないか、と思おもっていたやさきでしたから、もう呼よばれて振ふり返かえる勇気ゆうきはありません。何なんでも返事へんじをしないに限かぎると思おもって、だまってすたすた、馬うまを引ひいて行きました。ところがどういうものだか、気きばかりあせって、馬うまも自分じぶんも思おもうように進すすみません。五六間けん行くと、またうしろから、
「馬吉うまきち、馬吉うまきち。」
　と呼よぶ声こえが聞きこえました。しかもせんよりはずっと声こえが近ちかくなりました。
　馬吉うまきちは思おもわず耳みみをおさえて、目をつぶって、だまって二足ふたあし三足みあし行きかけますと、こんどは耳みみのはたで、
「馬吉うまきち、馬吉うまきち。」
　と呼よばれました。その声こえがあんまり大きかったので、馬吉うまきちははっとして、思おもわず、
「はい。」
　といいながら、ひょいとうしろを振ふり向むくと驚おどろきました、もう一間けんとへだたっていないうしろに、ねずみ色いろのぼろぼろの着物きものを着きて、やせっこけて、いやな顔かおをしたおばあさんが、すっとそこに立たっているのです。そして馬吉うまきちの顔かおを見みると、にたにたと笑わらって、やせたいやらしい手で、「おいで、おいで。」をしました。
　馬吉うまきちは、
「あッ。」
　といったなり、そこに立たちすくんでしまいました。するとおばあさんはずんずんそばへ寄よって来きて、
「馬吉うまきち、馬吉うまきち。大根だいこんをおくれ。」
　といいました。馬吉うまきちがだまって大根だいこんを一本ぽん抜ぬいて渡わたしますと、おばあさんは耳みみまで裂さけているかと思おもうような大きな、真まっ赤かな口くちをあいて、大根だいこんをもりもり食たべはじめました。もりもりかむたんびに、赤あかい髪かみの毛けが、一本ぽん一本ぽん逆立さかだちをしました。
　いうまでもなく、それは山姥やまうばでした。
　山姥やまうばは見みる見みる一本ぽんの大根だいこんを食たべてしまって、また「もう一本ぽん。」と手を出だしました。それから二本ほん、三本ぼん、四本ほんと、もらっては食たべ、もらっては食たべ、とうとう馬うまの背中せなかにのせた百本ぽんあまりの大根だいこんを、残のこらず食たべてしまうと、もうとっぷり日が暮くれてしまいました。
　ありったけの大根だいこんを残のこらずやってしまったので、馬吉うまきちはあとをも見みずに、馬うまの口をぐいぐい引ひっぱって、駆かけ出だして行いこうとしました。一生懸命いっしょうけんめい駆かけ出だして、やっと一町ちょうも逃にげたと思おもうころ、山姥やまうばは大根だいこんを残のこらず食たべてしまって、またどんどん追おっかけて来きました。間まもなく追おいつくと、こんどは、
「馬うまの足あしを一本ぽん。」
　といいました。もう馬吉うまきちは生いきている空そらはありません。しかたがないので、これもぶるぶるふるえている馬うまを山姥やまうばにあずけたまま、から身みになって、どんどん、どんどん、駆かけ出だしました。するとどうしたものか、気きがせくのと、道みちが暗くらいので、よけいあわてて、どこかで道みちを間違まちがえたものとみえて、いくら駆かけても駆かけても、里さとの方ほうへは降おりられません。行いけば行いくほど山が深ふかくなって、もうどこをどう歩あるいているのか、まるで知しらない山の中の道みちを、心細こころぼそくたどって行くばかりでした。
　とうとう山がつきて谷たにのような所ところへ出ました。ひょいと見みると、そこに一軒けんうちらしいものの形かたちが、夜目よめにもぼんやり見みえました。何なんでもいい、とにかく入はいって、わけを話はなして、今夜こんやはたのんで泊とめてもらおうと思おもって、うちの前まえまで来くるとすぐ、とんとん、戸とをたたきました。でも中はしんと静しずまりかえって、明あかり一つもれてきません。ぐずぐずしているうちに、山姥やまうばが追おっかけて来きて、見みつけられては大たいへんだと思おもって、馬吉うまきちはかまわず戸とをあけて、中へ入はいりました。
　入はいってみると、中は戸障子としょうじもろくろくない、右みぎを向むいても、左ひだりを向むいても、くもの巣すだらけの、ひどいあばら家やでした。
「なるほど、これではいくらたたいても返事へんじをしないはずだ。人の住すんでいないうちなのだ。それでもしかたがない。今夜こんやはそっとここにかくれて、夜よの明あけるのを待まつことにしよう。」
　と、独ひとり言ごとをいいながら、馬吉うまきちはそっと上あがっていきますと、そこはそれでも二階家かいやで、上は物置ものおきのようになっていました。
「同おなじかくれるにしても、二階かいの方ほうが用心ようじんがいい。」と思おもって、馬吉うまきちは二階かいに上あがって、そっとすすだらけな畳たたみの上にごろりと横よこになりました。横よこになって、どうかして眠ねむろうとしましたが、何なんだか目がさえて眠ねむられません、始終しじゅう外そとの物音ものおとばかりに気きを取とられて、胸むねをどきどきさせていました。






        　　　　　　　二

　するとその晩ばん夜中よなか過すぎになって、しっかりしめておいたはずのおもての戸とがひとりでにすうっとあいて、だれかが入はいって来きた様子ようすです。
「はてな。」と思おもって、馬吉うまきちがこわごわはい出だして、二階かいからそっとのぞいてみますと、折おりからさし込こむ月つきの光ひかりで、さっきの山姥やまうばが、台所だいところのお釜かまの前まえに座すわって、独ひとり言ごとをいっているのが見みえました。
「今日きょうは久ひさし振ぶりでごちそうだったなあ。大根だいこんもうまかった。馬うまもうまかった。あれでうっかりしていて、馬吉うまきちに逃にげられなければ、なおよかったのだけれど、残念ざんねんなことをした。」
　馬吉うまきちはそれを聞きくと、ぶるぶるふるえ上あがって、頭あたまをおさえてちぢこまってしまいました。
　しばらくすると、山姥やまうばは大きな口をあいて、大あくびをして、
「ああ、くたびれた。眠ねむくなった。今夜こんやはどこに寝ねようかな、臼うすの中にしようか。釜かまの中にしようか。下に寝ねようか。二階かいに寝ねようか。そうだ、涼すずしいから二階かいに寝ねよう。」
　といいました。
　馬吉うまきちは「もうこんどこそは助たすからない。」と思おもいました。「山姥やまうばのやつ、おれが上にいるのを知しって、上あがってきて食たべるつもりだろう。ああ、もうどうしようもない。観音かんのんさま、観音かんのんさま、どうぞお助たすけ下くださいまし。」
　こう心こころの中に念ねんじながら、今いまにも山姥やまうばが上あがってくるか、上あがってくるかと待まっていました。
　ところが山姥やまうばは、すぐにはなかなか上あがってきませんでした。やがてまた大きなあくびをして、
「二階かいに寝ねればねずみがさわぐ。臼うすの中なかはくもの巣すだらけ。釜かまの中は温あたたかで、用心ようじんがいちばんいい。そうだ、やっぱり釜かまの中に寝ねよう。」
　と、独ひとり言ごとをいいながら、大きなお釜かまのふたを取とって、中に入はいったかと思おもうと、やがてぐうぐう、ぐうぐう、高たかいびきで眠ねむってしまいました。
　二階かいからこの様子ようすを見みていた馬吉うまきちは、そっとはしご段だんを下おりました。そして抜ぬき足あし差さし足あしお庭にわへ出て、いちばん大きな石を抱かかえ上あげて、「うんすん、うんすん。」いいながら、運はこんで来きました。そして「うんとこしょ。」と、石をお釜かまの上にのせて、上から重おもしをしてしまいました。お釜かまの中からはあいかわらず、ぐうぐう、ぐうぐう、高たかいびきが聞きこえました。お釜かまに重おもしをしてしまうと、こんどはまた、お庭にわから枯かれ枝えだをたくさん集あつめて来きて、小ちいさく折おっては、お釜かまの下に入いれました。
　ぴしりぴしり枯かれ枝えだを折おる音おとが、寝ねている山姥やまうばの耳みみに聞きこえたとみえて、山姥やまうばはお釜かまの中で、
「雨あめの降ふる夜よは虫むしが鳴なく。
ちいちい鳴なくのは何虫なにむしか。
虫むしよ鳴なけ、鳴なけ、雨あめが降ふる。
ぱらぱら、ぱらぱら、雨あめが降ふる。」

　と歌うたいました。
　山姥やまうばがいい心持こころもちそうに、ぱちぱちいう枯かれ枝えだの音おとを雨あめの音おとだと思おもって聞きいていますと、その間まに馬吉うまきちは枯かれ枝えだに火をつけました。お釜かまのそこがだんだんあつくなってきて、そのうちじりじり焦こげてきたので、さすがの山姥やまうばもびっくりして、
「おお、あつい。」
　といって飛とび上あがりました。そしていきなりふたを持もち上あげてとび出だそうとしますと、上から重おもしがのしかかっていて、身動みうごきができません。山姥やまうばはおこって、お釜かまの中で、「きゃッ、きゃッ。」とさけびながら、狂くるいまわりました。
　馬吉うまきちはかまわずどんどん枯かれ枝えだを燃もやしながら、
「馬うま喰くうばばあはどこにいる。
寒さむけりゃどんどん焚たいてやる。
あつけりゃ火になれ、骨ほねになれ。」

　と歌うたいました。
　とうとうお釜かまが上まで真まっ赤かに焼やけました。その時分じぶんには、山姥やまうばもとうにからだ中じゅう火ひになって、やがて骨ほねばかりになってしまいました。






        　　　　　山姥やまうばと娘むすめ

　　　　　　　一

　むかしあるところに、お百姓ひゃくしょうのおとうさんとおかあさんがありました。夫婦ふうふの間あいだには十とおになるかわいらしい女の子がありました。ある日おとうさんとおかあさんは、野のらへお百姓ひゃくしょうのしごとをしに行く時ときに、女の子を一人ひとりお留守番るすばんに残のこして、
「だれが来きてもけっして戸とをあけてはならないよ。」
　といいつけて、鍵かぎをかけて出て行きました。
　女の子は一人ひとりぼっちとり残のこされて、さびしくって心細こころぼそくってしかたがありませんから、小ちいさくなっていろりにあたっていました。するとお昼ひるごろになって、外そとの戸とをとんとん、たたく音おとがしました。
「だあれ。」
　と、女の子がいいました。
「わたしだよ。すぐにあけておくれ。」
　と、おばあさんらしい声こえが聞きこえました。
「でもあけてはいけないんだって、おとうさんとおかあさんがそういったから。」
　と、女の子はいいました。
「何なんだって。よしよし、あけてくれなければ、この戸とをけ破やぶってやる。」
　こういっていきなり戸とに手をかけて、みりみり動うごかしながら、両足りょうあしでどんどん、どんどん、けつけました。女の子はびっくりして、困こまって、しかたがないものですから、戸とをあけてやりました。
　戸とをあけると、ぬっと、おそろしい顔かおをした山姥やまうばが入はいって来きて、炉ろばたに足あしをなげ出だして、
「おお、寒さむい、寒さむい。」
　といいました。
「おばあさん、何なにしに来きたの。」
　と、女の子はたずねました。
「おなかがすいた。早はやく御飯ごはんの支度したくをしろ。」
　と、山姥やまうばはこわい顔かおをしていいつけました。
　女の子はぶるぶるふるえながら、台所だいどころへ行って、御飯ごはんのいっぱい入はいったおはちを持もって来きました。山姥やまうばはおはちのふたをあけて、手づかみでせっせと御飯ごはんをつめこみながら、たくあんをまるごと、もりもりかじっていました。その間あいだに女の子は、そっとうちから抜ぬけ出だして、逃にげて行きました。
　どんどん逃にげて行って、山やまの下まで来くると、御飯ごはんを食たべてしまった山姥やまうばが、いくらさがしても女の子がいないので、大たいそうおこって、
「おう、おう。」
　といいながら追おっかけて来きました。ずいぶん一生懸命いっしょうけんめい駆かけたのですけれど、山姥やまうばの足あしに小ちいさな女の子がかなうはずはありませんから、ずんずん追おいつかれて、もう一足ひとあしで山姥やまうばに肩かたをつかまれそうになりました。女の子は夢中むちゅうで一生懸命いっしょうけんめい逃にげますと、山の上からしばを背中せなかにしょって下おりて来くるおじいさんに出であいました。
「おじいさん、おじいさん。山姥やまうばが追おっかけて来くるから助たすけて下ください。」
　と、女の子はいいました。おじいさんは、
「よし、よし。」
　といって、背中せなかのしばを下おろして、その中に女の子をかくしました。
　すると山姥やまうばが追おっかけて来きて、おじいさんに、女の子はどこへ行ったとたずねました。おじいさんがわざと、「あそこに。」といって、向むこうに積つんであるしばを指ゆびさしますと、山姥やまうばはいきなりそのしばに抱だきつきました。するとそのしばはちょうど崖がけの上に立たてかけてあったものですから、山姥やまうばは自分じぶんのからだの重おもみで、しばを抱かかえたまま、ころころと谷たにそこへころげ落おちました。そのひまに女の子はどんどん逃にげて行きました。すると山姥やまうばはまた谷たにそこからはい上あがって、「おう、おう。」といいながら、あとから追おっかけて行きました。
　女の子がまた一生懸命いっしょうけんめい逃にげますと、また一人ひとりのおじいさんが、そこでかやを刈かっていました。
「おじいさん、おじいさん。山姥やまうばが来くるから助たすけて下ください。」
　と、女の子がいいますと、おじいさんは「よし、よし。」と、刈かってあるかやの中に隠かくしてくれました。
　やがて山姥やまうばが追おっかけて来きますと、おじいさんはわざと向むこうの崖がけの上にあるかやのたばを指ゆびさしました。山姥やまうばがいきなりかやのたばに武者振むしゃぶりつきますと、はずみですべって、ころころと谷たにそこにころがりました。その間まに女の子は、またどんどん逃にげて行きました。






        　　　　　　二

　そのうちとうとう大きな沼ぬまのふちに出ました。やがて山姥やまうばも谷たにそこからはい上あがって、また追おっかけて来きました。女の子はもうこの先さき逃にげて行くことができなくなって、沼ぬまのふちに立たっている大きな樫かしの木の上に登のぼりました。すると山姥やまうばが追おっついて来きて、
「どこへ行った、どこへ行った。どこまで逃にげたって逃にがすものか。」
　といいながら、きょろきょろそこらを見みまわしますと、木の上に登のぼっている女の子の姿すがたが、沼ぬまの水みずにうつりました。山姥やまうばはいきなりそのうつった姿すがたをめがけて、沼ぬまの中に飛とび込こみました。
　女の子はその間まに木の上から飛とび下おりて、沼ぬまの岸きしのくまざさを分わけて、逃にげて行きますと、一軒けんの小屋こやがありました。中へ入はいると、若わかい女の人が一人ひとり、留守番るすばんをしていました。女の子はこの女の人に、山姥やまうばに追おわれて来きたことを話はなして、石の櫃ひつの中へかくしてもらいました。
　すると間まもなく、山姥やまうばはまた沼ぬまから上あがって、どんどん追おっかけて来きました。そして小屋こやの中に入はいって来きて、
「女の子が逃にげて来きたろう。早はやく出だせ。」
　とどなりました。
「だってわたしは知しらないよ。」
　すると山姥やまうばは疑うたがい深ぶかそうに、鼻はなをくんくん鳴ならして、
「ふん、ふん、人くさい、人くさい。」
　といいました。
「なあに、それはわたしが雀すずめを焼やいて食たべたからさ。」
「そうか。そんなら少すこし寝ねかしておくれ。あんまり駆かけてくたびれた。」
「おばあさん、おばあさん。寝ねるのは石の櫃ひつにしようか、木の櫃ひつにしようか。」
「石の櫃ひつはつめたいから、木の櫃ひつにしようよ。」
　こう山姥やまうばはいって、木の櫃ひつの中に入はいって寝ねました。
　山姥やまうばが櫃ひつの中に入はいると、女おんなは外そとからぴんと錠じょうを下おろしてしまいました。そして石の櫃ひつの中から女の子を出だしてやって、
「山姥やまうばを木の櫃ひつの中に入いれてしまったから、もう大丈夫だいじょうぶだ。」
　といって、太ふとい錐きりを出だして、火ひの中につっ込こんで真まっ赤かに焼やきました。この焼やいた錐きりを木の櫃ひつの上からさし込こみますと、中で山姥やまうばが寝ねぼけた声こえで、
「何なんだ、二十日はつかねずみか、うるさいぞ。」
　といいました。その間まに女おんなは櫃ひつに穴あなをあけて、ぐらぐら煮にえ立たっているお湯ゆを穴あなからつぎ込こみますと、中で、
「あつい、あつい。」
　とさけびながら、山姥やまうばはどろどろに煮にえくずれて、死しんでしまいました。女は山姥やまうばを殺ころして、女の子といっしょにうちへ帰かえりました。この人ももとは山姥やまうばにさらわれて、こんな所ところに来きていたのでした。
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        　　　　　一

　むかし、京都きょうとから諸国修行しょこくしゅぎょうに出た坊ぼうさんが、白河しらかわの関せきを越こえて奥州おうしゅうに入はいりました。磐城国いわきのくにの福島ふくしまに近ちかい安達あだちが原はらという原はらにかかりますと、短みじかい秋あきの日がとっぷり暮くれました。
　坊ぼうさんは一日にち寂さびしい道みちを歩あるきつづけに歩あるいて、おなかはすくし、のどは渇かわくし、何なによりも足あしがくたびれきって、この先さき歩あるきたくも歩あるかれなくなりました。どこぞに百姓家ひゃくしょうやでも見みつけ次第しだい、頼たのんで一晩ひとばん泊とめてもらおうと思おもいましたが、折おりあしく原はらの中にかかって、見渡みわたす限かぎりぼうぼうと草くさばかり生おい茂しげった秋あきの野末のずえのけしきで、それらしい煙けむりの上あがる家うちも見みえません。もうどうしようか、いっそ野宿のじゅくときめようか、それにしてもこうおなかがすいてはやりきれない、せめて水みずでも飲のましてくれる家うちはないかしらと、心細こころぼそく思おもいつづけながら、とぼとぼ歩あるいて行きますと、ふと向むこうにちらりと明あかりが一つ見みえました。
「やれやれ、有あり難がたい、これで助たすかった。」と思おもって、一生懸命いっしょうけんめい明あかりを目当めあてにたどって行きますと、なるほど家うちがあるにはありましたが、これはまたひどい野中のなかの一つ家やで、軒のきはくずれ、柱はしらはかたむいて、家うちというのも名なばかりのひどいあばら家やでしたから、坊ぼうさんは二度どびっくりして、さすがにすぐとは中へ入はいりかねていました。
　すると中では、かすかな破やぶれ行灯あんどんの火ほかげで、一人ひとりのおばあさんがしきりと糸いとを繰くっている様子ようすでしたが、その時とき障子しょうじの破やぶれからやせた顔かおを出だして、
「もしもし、お坊ぼうさま、そこに何なにをしておいでだえ。」
　と声こえをかけました。
　出だし抜ぬけに呼よびかけられたので、坊ぼうさんは思おもわずぎょっとしながら、
「ああ、おばあさん。じつはこの原はらの中で日が暮くれたので、泊とまる家うちがなくって困こまっている者ものです。今夜こんや一晩ひとばんどうかして泊とめては頂いただけますまいか。」
　といいました。
　するとおばあさんは、
「おやおや、それはお困こまりだろう。だがごらんのとおり原中はらなかの一軒家けんやで、せっかくお泊とめ申もうしても、着きてねる布団ふとん一枚まいもありませんよ。」
　とことわりました。
　坊ぼうさんはおばあさんがそういう様子ようすの親切しんせつそうなのに、やっと安心あんしんして、
「いえいえ、雨露あめつゆさえしのげばけっこうです。布団ふとんなんぞの心配しんぱいはいりませんから、どうぞお泊とめなすって下ください。」
　と頼たのみました。
　おばあさんはにこにこ笑わらいながら、
「まあまあ、そういうわけなら、御不自由ごふじゆうでも今夜こんやは家うちに上あがってゆっくり休やすんでおいでなさい。」
　といって、坊ぼうさんを上へ上あげてくれました。
　坊ぼうさんは度々たびたびお礼れいをいいながら、わらじをぬいで上へ上あがりました。おばあさんは、囲炉裏いろりにまきをくべて、暖あたたかくしてくれたり、おかゆを炊たいてお夕飯ゆうはんを食たべさせてくれたり、いろいろ親切しんせつにもてなしてくれました。それで坊ぼうさんも、見みかけによらないこれはいい家うちに泊とまり合わせたと、すっかり安心あんしんして、くり返かえしくり返かえしおばあさんにお礼れいをいっていました。
　お夕飯ゆうはんがすむと、坊ぼうさんは炉端ろばたに座すわって、たき火びにあたりながら、いろいろ旅たびの話はなしをしますと、おばあさんはいちいちうなずいて聞ききながら、せっせと糸車いとぐるまを回まわしていました。そのうちだんだん夜よが更ふけるに従したがって、たださえあばら家やのことですから、外そとの冷つめたい風かぜが遠慮えんりょなく方々ほうぼうから入はいり込こんで、しんしんと夜寒よさむが身みにしみます。けれどあいにくなことには、炉ろの方ほうの火ひがだんだん心細こころぼそくなって、ありったけのまきはとうに燃もやしつくしてしまいました。
　おばあさんはふと坊ぼうさんの寒さむそうにふるえているのを見みつけて、
「おやおや、まきがみんなになりましたか。お客きゃくさまがあると知しったらもっとたくさん取とっておけばよかったものを、気きのつかないことをしました。どれどれ、ちょっと裏うらの山へ行ってまきを取とって来きますから、お坊ぼうさま、しばらく退屈たいくつでもお留守番るすばんをお頼たのみ申もうします。」
　こういっておばあさんは気軽きがるに出て行こうとしました。
　すると坊ぼうさんはたいそう気きの毒どくがって、
「いやいや、この夜更よふけにそんな御苦労ごくろうをかけてはすみません。何なんならわたしが一走ひとはしり行って取とって来きましょう。」
　といいますと、おばあさんは手をふって、
「どうして、とんでもない。旅たびの人に分わかるものではない。まあまあ、何なんにもごちそうのない一つ家やのことだから、せめてたき火びでもごちそうのうちだと思おもってもらいましょう。」
　といいいい出かけて行きましたが、何なんと思おもったのか戻もどって来きて、
「その代かわりお坊ぼうさま、しっかり頼たのんでおきますがね、わたしが帰かえってくるまで、あなたはそこにじっと座すわっていて、どこへも動うごかないで下くださいよ。うっかり動うごいて、次つぎの間まをのぞいたりなんぞしてはいけませんよ。」
　とくり返かえし、くり返かえし、念ねんを押おしました。
「どういうわけだか知しらないが、むろん用ようもないのに、人の家うちの中なんぞをかってにのぞいたりなんぞしませんから、安心あんしんして下ください。」
　と坊ぼうさんもいいました。
　それでおばあさんも安心あんしんしたらしく、そのまま出ていきました。
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　さておばあさんが出て行ってしまうと、坊ぼうさんはただ一人ひとり、しばらくはつくねんと炉端ろばたに座すわったままおばあさんの帰かえりを待まっていましたが、じき帰かえると思おもったおばあさんはなかなか帰かえって来きません。何なにしろ西にしも東ひがしも分わからない原中はらなかの一軒家けんやに一人ひとりぼっちとり残のこされたのですから、心細こころぼそさも心細こころぼそいし、だんだん心配しんぱいになってきました。何なんでも安達あだちが原はらの黒塚くろづかには鬼おにが住すんでいて人を取とって食くうそうだなどという、旅たびの間あいだにふと小耳こみみにはさんだうわさを急きゅうに思おもい出だすと、体中からだじゅうの毛穴けあながぞっと一時じに立たつように思おもいました。そういえばこんな寂さびしい原中はらなかにおばあさんが一人ひとり住すんでいるというのもおかしいし、さっき出がけに、妙みょうなことをいって度々たびたび念ねんを押おして行ったが、もしやこの家うちが鬼おにのすみかなのではないかしらん。いったい「見みるな。」といった次つぎの間まには何なにがあるのか知しらん。こう思おもうと、こわさはこわいし、気きにはなるし、だんだんじっとして辛抱しんぼうしていられなくなりました。それでもあれほど固かたく「見みるな。」といわれたものを見みては、なおさらどんな災難さいなんがあるかもしれません。
　坊ぼうさんはしばらく見みようか、見みまいか、立たったり座すわったり迷まよっていましたが、おばあさんはやっぱり帰かえって来こないので、とうとう思おもいきって、そっと立たって行って、次つぎの間まのふすまをあけました。
　すると坊ぼうさんは驚おどろいたの、驚おどろかないのではありません。あけるといっしょに中からぷんと血ちなまぐさいにおいが立たって、人間にんげんの死骸しがいらしいものが天井てんじょうまで高たかく積つみ重かさねてありました。そしてくずれてどろどろになった肉にくが血ちといっしょに流ながれ出だしていました。
　坊ぼうさんは「あっ。」といったなり、しばらく腰こしを抜ぬかして目ばかり白黒しろくろさせたまま起おき上あがることもできませんでした。そのうちふと気きがつくと、これこそ話はなしにきいた一つ家やの鬼おにだ、ぐずぐずしているととんでもないことになると思おもって、あわててわらじのひもを結むすぶひまもなく逃にげ出だそうとしました。けれども今いまにもうしろから鬼婆おにばばあに襟首えりくびをつかまれそうな気きがして、気きばかりわくわくして、腰こしがわなわなふるえるので、足あしが一向いっこうに進すすみません。それでもころんだり、起おきたり、めくらめっぽうに原はらの中を駆かけ出だして行きますと、ものの五六町ちょうも行かないうちに、暗くらやみの中で、
「おうい、おうい。」
　と呼よぶ声こえがしました。
　その声こえを聞きくと、坊ぼうさんは、さてこそ鬼婆おにばばあが追おっかけて来きたとがたがたふるえながら、耳みみをふさいでどんどん駆かけ出だして行きました。そして心こころの中で悪鬼あくき除よけの呪文じゅもんを一生懸命いっしょうけんめい唱となえていました。そのうち、
「おうい待まて、おうい待まて。」
　と呼よぶ鬼婆おにばばあの声こえがずんずん近ちかくなって、やがておこった声こえで、
「やい、坊主ぼうずめ、あれほど見みるなといった部屋へやをなぜ見みたのだ。逃にげたって逃にがしはしないぞ。」
　というのが、手てにとるように聞きこえるので、坊ぼうさんはもういよいよ絶体絶命ぜったいぜつめいとかくごをきめて、一心いっしんにお経きょうを唱となえながら、走はしれるだけ走はしって行きました。
　すると、お経きょうの功徳くどくでしょうか、もうそろそろ夜よが明あけかかってきたので、鬼おにもこわくなったのでしょうか、鬼おにの足あしがだんだんのろくなって、もうよほど間あいだが遠とおくなりました。そのうちずんずん空そらは明あかるくなってきて、東ひがしの空そらが薄赤うすあかく染そまってくると、どこかの村むらで鶏にわとりの鳴なき立たてる声こえがいさましく聞きこえました。
　もう夜よが明あけてしまえばしめたものです。鬼おには真昼まひるの光ひかりにあってはいくじのないものですから、うらめしそうに、しばらくは、旅僧たびそうのうしろ姿すがたを遠とおくからながめていましたが、ふいと姿すがたが消きえて見みえなくなりました。
　坊ぼうさんはそのうち人里ひとざとに出て、ほっと一息ひといきつきました。そして花はなやかにさし昇のぼった朝日あさひに向むかって手を合あわせました。
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